
 

 

 

 

 

 

春の暖かさとともに花粉の飛散量が多くなり、花粉症の人には、辛い毎日が続いています。学校の周

りの、木々の緑も少しずつまぶしくなってきました。 

 桜の開花が近づくにつれて令和 4 年度の終わりも迫っています。6 年生にとっては、20 日（月）の

卒業式の練習も始まり、小学校生活もカウントダウンとなりました。 

 

 

 3 月 3 日（金）河原田保育園の年長さんが小学校を訪問し

てくれました。約 20 名の子どもたちが来校しました。1 年

生の教室を参観したあと校舎を回り学校の様子を見てもら

いました。1 年生はもうすぐ 2 年生になり、お兄さん、お姉

さんになるので、いい姿勢で学習している様子を見てもらい

ました。1 年生の一年間での成長の様子が見られ、4 月からは、新 1 年

生の良いお手本となってもらえるように思いました。 

 4月6日の入学式に元気に登校してきてくれることを待っています。 

 

 

 3 月 3 日（金）、町別児童会があり、地区委員さんにお世話になった

新しい班での集団下校を行いました。6 日（月）からは、新しい班長さ

んを先頭に、4 月からの登校が安全にできるように 6 年生が最後尾か

ら見守ってくれています。 

 新しい登校班での様子を見ていると、新しい班長さんの自覚と責任が

芽生えて登校してくれています。4 月からは新入生も入り、並び順など

も気を配りながらの登校となると思います。登校班で協力して安全にこ

れからも登校できるようにしてほしいと思います。 

 地区委員さんには、新しい班編成をお世話になりました。また保護者

の皆さんにも新しい班の見守りを各地区でしていただき、子どもたちが

安全に登下校できるように見守っていただき、ありがとうございます。

新年度に向けてもご支援、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 四日市市立河原田小学校 

学校通信  

令和５年 ３月１６日（木） 

文責 校長 鳥居 純樹 

河原田保育園年長児の学校訪問 

新しい登校班に 

ご理解をお願いします！ 

「河小だより」を長らくの間地域の回覧板に挟んで地域の皆さんにご覧いただいていましたが、学校予

算の減少のための印刷縮減や教員の働き方改革の課題、ＨＰやＨ＆Ｓの定着により情報発信の仕方の

変化など今般の情勢を鑑み、ＣＳ委員会で今年度をもち、学校だよりの地域への配付をやめることにな

りました。今後は、河原田小学校ＨＰよりご覧いただければと思います。 

四日市市立河原田小学校ホームページ http://www.yokkaichi.ed.jp/~kawarada/cms2/htdocs/ 



 

 

 3 月 6 日（月）6 年生の給食は、在校生のカレー、海藻サラダに豚ヒ

レカツまたはエビフライ、プリンまたはすだち&桃ゼリーのお祝い給食

メニューでした。 

 6 年生にとっては、小学校給食の終わりが近づいています。3 月は

「思い出いっぱいメニュー」が献立テーマとなっています。給食目標も

「感謝して食べましょう」となっています。給食を作っていただいてい

る調理員さん、食材を運んでくれている人、食材を作ってくれている人

などたくさんの方々が給食にかかわっていただいています。 

 みんなでおいしく食べることだけでなく、残さずクラスで食べること

で感謝の気持ちを伝えてほしいと思います。 

 6 限目は 6 年生と職員で謝恩会を行い、謝恩会の実行委員会が企画

した職員との玉入れと先生クイズを行い、楽しい時間を過ごしました。

最後には、子どもたちから歌のプレゼントがあり、子どもたちから職員への感謝の気持ちを込めた合唱

を聞かせていただきました。 

 一年間河原田小学校の顔として全校児童を引っ張っていってくれたことを感謝しています。中学校に

いっても今までやってきたことに自信をもち、新しいことにも挑戦して活躍してくれることを願ってい

ます。 

 

 

 3月１０日（金）6年生が小学校生活の思い出いっぱいの校舎を奉仕作業できれいにしてくれました。

廊下やトイレ、昇降口など普段そうじをしていますが、それだけではなかなかきれいにできない箇所ま

でみんなで力を合わせてきれいになるように取り組んでいました。 

 6 年間使った校舎なので、いつまでもきれいにしたいという思いを込めてがんばってくれました。き

れいにしてくれて、ありがとう！これからは、在校生も 6 年生と同じ思いで毎日の掃除に取り組み、い

つまでもきれいな河原田小学校を保っていくようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

お祝い給食・謝恩会 

6年生奉仕作業 


